
ʬ݄ࠓͷւ্҆શඪޠʭ�～ 副次的効果！ ～
秋も深まり寒くなってきました。ＪＦ兵庫漁連が開発した救命合羽。よく浮きます!! 

そして風を通さず暖かい!!　これからの季節にいかが！

では、今月も安全操業で！
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８
月
の
終
わ
り
に
底
曳
と
沖
い
か
兼
業
船
の
新
造
船
が
竣
工
し
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
は
何
十
年
ぶ
り
か
に
見
る
イ
カ
釣
り
機
を
装
備
し
た

新
造
船
。
個
人
的
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

と
い
う
の
も
、
20
代
の
頃
、
最
初
に
担
当
し
た
の
が
沖
合
い
か
つ
り

協
会
の
事
務
局
で
し
た
。
当
時
は
ま
だ
専
業
船
と
底
曳
と
の
兼
業
船
合

わ
せ
て
80
隻
程
度
が
い
た
と
記
憶
し
て
お
り
、
こ
の
協
会
の
用
務
を
通
じ
て
社
会
人
と
し
て
の
イ
ロ

ハ
を
学
び
、
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
特
に
初
め
て
の
海
外
出
張
と
な
っ
た
ロ
シ
ア
（
当
時
は

ソ
連
）
水
域
入
漁
許
可
申
請
の
た
め
に
１
週
間
の
予
定
で
出
向
い
た
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
へ
の
海
外

出
張
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
は
、
数
日
前
に
テ
ロ
で
外
門
が
爆
破
さ
れ
、
完
全
武
装
の
兵
士
が
お
出
迎
え
。

ま
た
、
滞
在
中
は
ほ
ぼ
缶
詰
状
態
の
中
で
「
今
日
は
ロ
シ
ア
側
主
催
の
晩
餐
会
で
す
」「
今
日
は
塩

谷
さ
ん
主
催
の
晩
餐
会
で
す
よ
」
と
非
日
常
的
な
単
語
に
心
臓
は
踊
り
、
唯
一
の
同
行
者
で
あ
る
通

訳
は
酒
浸
り
で
ろ
れ
つ
が
回
ら
ず
、ロ
シ
ア
側
が
苦
笑
す
る
ほ
ど
の
役
立
た
ず
状
態
。
更
に
は
、や
っ

と
の
思
い
で
受
け
取
っ
た
許
可
書
は
、
監
督
官
の
奥
さ
ん
が
自
宅
で
サ
イ
ン
し
て
発
給
し
た
も
の
だ

と
驚
き
の
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
つ
き
。
気
を
取
り
直
し
、
や
れ
や
れ
帰
れ
る
ぞ
と
向
か
っ
た
空
港
の
待

合
室
は
、
プ
レ
ハ
ブ
小
屋
で
デ
コ
ボ
コ
の
地
面
に
長
い
す
が
数
脚
。
当
然
、
売
店
や
自
販
機
も
無
く
、

共
産
圏
の
質
素
さ
を
噛
み
締
め
な
が
ら
ひ
た
す
ら
飛
行
機
を
待
ち
続
け
る
有
り
様
で
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
約
25
年
。
但
馬
で
は
兼
業
船
３
隻
の
み
と
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
の
１ 

隻
が
新
造
船
と
な
り
、
２
隻
に
も
代
船
建
造
の
計
画
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
近
年
の
漁
場
は 

遠
く
離
れ
た
北
海
道
沖
で
す
が
、
魚
価
が
高
値
で
推
移
し
て
い
る
の
が
好
材
料
。
願
わ
く
ば
、
海 

上
安
全
で
こ
の
３
隻
が
こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い
ス
ル
メ
イ
カ
を
食
卓
に
届
け
続
け
て
く
れ
ま
す
よ
う

に
…
…
。

表紙の言葉

No.745   November. 2018

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

沖
合
い
か
つ
り

	 ２	 ようそろ

	 ３	 大日本水産会	水産功績者決定
	 	 第38回	全国豊かな海づくり大会	高知大会

	 ４	 松葉ガニ漁解禁
	 	 兵庫県水産技術センター研究発表会

	 ５	 淡路水交会「漁業者による森づくり」
	 	 淡路市岩屋	～御手洗池かいぼり～

	 ６	 地引網体験
	 	 播磨地区漁協職員協議会	学習会

	 ７	 たつの市立室津小学校	郷土料理給食会
	 	 第40回	兵庫県民農林漁業祭

	 ８	 大輪田塾だより

	 ９	 兵庫JCC通信

	 10	 旬に想う
	 	 農業×漁業の若手組織連携プロジェクト

「水揚げされたセコガニ」（ＪＦ但馬）

� （画像提供：ＪＦ兵庫漁連 松岡頼都さん）

　日本海の冬の味覚、松葉ガニ漁。いよいよ解禁となりま
した。
　画像はＪＦ但馬香住支所へ水揚げされた松葉ガニのメス
“セコガニ”です。この日を待ちわびた仲買人らが威勢よくカ
ニを競り落としていました。
　松葉ガニやセコガニは、但馬地区の貴重な観光資源とし
て、水産加工業・観光業をはじめ地域経済を支える重要な
資源です。カニを待つ人々が、今後の漁模様に期待を寄せ
ています。

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
但
馬
支
所 

支
所
長　

塩 

谷  

政 

人
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　大日本水産会（白須�敏朗会長）は、10月16日（火）
に平成30年度の水産功績受賞者32名を決定し発表し
ました。
　兵庫からは、水産業の振興と発展に功績があった
隅谷�健兒（前ＪＦ林崎組合長）が選ばれました。
　表彰式は、11月29日（木）に東京で開催され、農
林水産大臣・水産庁長官が臨席し行われる予定です。
　心よりお慶び申し上げますとともに、今後益々のご
健勝とご活躍を祈念いたします。

　隅 谷  健 兒�氏
（前ＪＦ林崎組合長）

3

大日本水産会の平成30年度水産功績者が決定
　～兵庫からは隅谷 健兒氏（前ＪＦ林崎代表理事組合長）が受賞～

　
10
月
27
日
（
土
）、28
日
（
日
）
の
両
日
、「
第

38
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会�

高
知
大
会
」

高
知
市
で
開
催
さ
れ
、
同
大
会
に
併
せ
た
物
産

販
売
、
企
画
展
示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
関

連
行
事
も
含
め
、多
く
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　
式
典
は
28
日
に
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る

ぽ
ー
と
で
行
わ
れ
、
会
場
に
は
天
皇
・
皇
后
両

陛
下
を
は
じ
め
、
全
国
の
水
産
関
係
者
が
出
席

し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
大
島�

理
森
大
会
会

長
（
衆
院
議
長
）
が
、
両
陛
下
が
皇
太
子
同
妃

両
殿
下
の
当
時
か
ら
本
大
会
に
臨
席
さ
れ
て
き

た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、「
多
く
の
人
が
海
と

漁
業
へ
の
関
心
を
深
め
、
豊
か
な
海
づ
く
り
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
心
か
ら
御
礼
を
申

し
上
げ
る
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
尾
𥔎
正

直
高
知
県
知
事
は
「
今
大
会
を
契
機
に
森・川・

海
の
繋
が
り
意
識
し
、
自
然
環
境
を
守
り
育
て

る
気
持
ち
を
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
に
し
っ

か
り
と
繋
い
で
い
き
た
い
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、功
績
団
体
表
彰
が
行
わ
れ
た
あ
と
、

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
中
学
生
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
明
神
陽
奈
子
さ
ん
（
高
知
県
土
佐
市
土
佐

南
中
３
年
）
に
よ
る
作
文
「
思
い
出
と
と
も
に
」

を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
両
陛
下
か
ら

漁
業
後
継
者
へ
の
ア
マ
ゴ
・
カ
ジ
メ
・
ア
サ
リ

な
ど
の
稚
魚
が
お
手
渡
し
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
行
わ
れ
た
大
会
決
議
採
択
で
は
、
岸�

宏
大
会
推
進
委
員
長
（
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
会
長
）
が

大
会
決
議
を
朗
読
し
満
場
の
拍
手
を
も
っ
て
採

択
さ
れ
、
最
後
に
尾
𥔎
高
知
県
知
事
か
ら
次
期

開
催
県
の
佐
竹
敬
久
秋
田
県
知
事
へ
大
会
旗
が

引
き
継
が
れ
終
了
し
ま
し
た
。

第
38
回 

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会 

高
知
大
会

　

～
テ
ー
マ
は
「
森
・
川
・
海 

か
が
や
く
未
来
へ 

水
の
旅
」～

各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

稚魚を放流される天皇皇后両陛下（代表撮影）

大会決議を朗読する岸大会推進委員会会長（代表撮影）
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
兵
庫
県
水
産
技
術

セ
ン
タ
ー
で
は
、
日

頃
調
査
研
究
し
て
い

る
課
題
や
、
そ
の
成

果
を
水
産
関
係
者
に

お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
広
く
県
民

の
方
々
に
水
産
業
を

身
近
に
感
じ
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
研
究
発

表
会
を
開
催
し
て
お

り
、
今
年
は
10
月
24

日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
究
発
表
会
で
は
、
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
の
研
究
内
容

に
加
え
、
淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
か
ら
も
実
績
発

表
が
行
わ
れ

ま
し
た
（
別

表
参
照
）。

県
内
の
漁
業

者
を
は
じ

め
、
Ｊ
Ｆ
関

係
者
、
行
政

や
研
究
機
関

関
係
者
、
一

般
参
加
者

等
、
数
多
く

の
方
の
出
席

し
、
本
県
の

水
産
試
験
研

究
の
最
新
成

果
を
理
解
す

る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
日
本
海
の
冬
の
味
覚
、
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
（
松
葉
ガ
ニ
）
漁

が
、
富
山
県
か
ら
島
根
県
ま

で
の
１
府
６
県
で
11
月
６
日

（
月
）
に
一
斉
に
解
禁
と
な

り
ま
し
た
。
日
本
一
の
水
揚

げ
を
誇
る
兵
庫
で
も
、
Ｊ
Ｆ

但
馬
、
Ｊ
Ｆ
浜
坂
所
属
の
沖

合
底
曳
船
48
隻
が
次
々
に
出

港
し
、
解
禁
の
午
前
０
時
を

待
っ
て
一
斉
に
網
を
投
入
し

ま
し
た
。

　
初
競
り
は
同
日
午
後
か
ら

行
わ
れ
、
Ｊ
Ｆ
但
馬
柴
山
漁

港
で
は
「
松
葉
ガ
ニ
初
せ
り

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
観

光
客
や
地
元
住
民
ら
が
セ
コ
汁
を
味
わ
う
な
ど
、
各
浜
は
初
水
揚

げ
に
活
気
づ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
漁
の
操
業
は
３
月
20
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
11
月
中
に

公
休
日
を
設
定
し
、各
船
が
36
時
間
以
上
の
休
み
を
2
回
設
け
る
、

メ
ス
ガ
ニ
（
セ
コ
ガ
ニ
）
は

12
月
31
日
ま
で
、
若
マ
ツ
バ

ガ
ニ（
ミ
ズ
ガ
ニ
）は
１
月
20

日
か
ら
２
月
28
日
ま
で
と
漁

期
を
短
縮
す
る
資
源
保
護
の

取
組
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
解
禁
と
な
っ
た

松
葉
ガ
ニ
漁
。
今
漁
期
の
豊

漁
と
安
全
操
業
を
祈
念
し
ま

す
。

松
葉
ガ
ニ
漁
解
禁
!!

平成30年度 兵庫県水産技術センター研究発表会を開催

船に水揚げされた松葉ガニ
（画像提供：ＪＦ浜坂美寿丸）

発表内容 発 表 者

2018年春季の貝毒原因プランクトンの大量発生と二枚貝の毒化 水産技術センター水産環境部
  　主席研究員　宮原 一隆

ヒラメのウイルス病について 水産技術センター水産増殖部
  　主席研究員　中村 行延

淡路島の一次産業活性化に向けた取り組み 淡路地区漁協青壮年部連合会
  　会長　山崎 大輔

ベニズワイガニ資源をいつまでも
　～但馬沖での漁獲・加入動向と資源管理～

但馬水産技術センター
  　主席研究員　大谷 徹也

（発表順：敬称略）
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11
月
３
日
（
土
）、
淡
路
市
岩
屋
町
の
御
手

洗
池
で
、
栄
養
分
放
流
の
た
め
の
泥
の
か
き
出

し
と
た
め
池
の
水
質
浄
化
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

同
時
に
行
う
「
か
い
ぼ
り
」
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｆ

淡
路
島
岩
屋
や
田
主
、
農
業
関
係
者
、
県
職
員

な
ど
約
80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
か
い
ぼ
り
は
古
く
か
ら
淡
路
島
を
は
じ
め
播

磨
地
域
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
た

め
池
管
理
者
の
高
齢
化
や
人
手
不
足
等
で
そ
の

頻
度
も
落
ち
て
い
ま
す
。
当
池
の
田
主
の
上
林

良
之
氏
は
「
６
年
ほ
ど
前
か
ら
冬
の
時
期
に
２

週
間
ほ
ど
水
を
抜
く
作
業
は
行
っ
て
い
た
が
、

か
い
ぼ
り
作
業
は
約
30
年
ぶ
り
と
な
る
。
漁
業

関
係
者
の
皆
様
の
力
添
え
を
い
た
だ
き
感
謝
し

ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
作
業
は
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋
の
漁
業
者
を
中
心

行
わ
れ
、
魚
を
池
か
ら
リ
レ
ー
で
水
槽
へ
運
ん

だ
後
、
消
防
用
ポ
ン
プ
の
水
圧
を
利
用
し
池
底

の
泥
を
か
き
混
ぜ
な
が
ら
作
業
を
行
い
ま
し
た

が
、
池
の
底
桶
部
分
に
は
１
ｍ
程
度
の
泥
が
堆

積
し
て
い
た
た
め
詰
ま
り
が
生
じ
、
詰
ま
り
を

解
消
し
な
が
ら
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
栄
養

豊
富
な
泥
水
が
水
路
を
通
じ
て
海
へ
放
流
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
の
子
供
た
ち
が
作
業
を
見
学
す

る
と
と
も
に
保

護
さ
れ
た
コ
イ

に
触
れ
大
き
な

歓
声
を
上
げ
て

い
ま
し
た
。
子

供
た
ち
や
そ
の

保
護
者
な
ど
多

く
の
人
々
に
池

や
海
と
の
繋
が

り
に
つ
い
て
学

ん
で
い
た
だ
く

と
共
に
、
豊
か

な
海
の
再
生
に

繋
が
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

淡
路
市
岩
屋

　

～
御
手
洗
池
か
い
ぼ
り
～

　
一
般
社
団
法
人
淡
路
水
交
会
（
東
根
壽
会
長
）
が
主
催

す
る
「
漁
業
者
の
森
づ
く
り
」
が
11
月
６
日
（
火
）、
南

あ
わ
じ
市
の
山
林
で
行
わ
れ
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
６
０
０
本
を

植
樹
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
漁
業
者
が
ウ
バ
メ
ガ
シ
や
間
伐
材
を

使
っ
た
“
柴
漬
け
”
に
よ
る
産
卵
床
の
設
置
に
よ
り
ア
オ

リ
イ
カ
な
ど
の
水

産
資
源
の
増
大
を

図
る
活
動
と
、
一

般
県
民
と
力
を
あ

わ
せ
た
漁
業
者
の

森
づ
く
り
活
動
を

連
携
し
て
行
い
、
環
境
保
全
と

地
域
貢
献
を
図
る
も
の
で
、
今

回
で
10
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
当
日
は
島
内
Ｊ
Ｆ
役
職
員
、

漁
青
連
、
女
性
連
の
ほ
か
、
行

政
や
系
統
団
体
、
さ
ら
に
南
あ

わ
じ
市
阿
万
小
学
校
３
年
生
児

童
28
人
を
加
え
た
約
１
７
０
名

が
集
合
し
ま
し
た
。
参
加
者
ら

は
植
樹
手
順
の
説
明
の
後
、
苗

木
と
土
嚢
に
入
っ
た
土
を
次
々

に
運
び
込
み
、
用
意
し
た
苗
木

を
植
樹
し
ま
し
た
。
ま
た
、
児

童
ら
は
、
県
洲
本
農
林
水
産
振

興
事
務
所
担
当
者
か
ら
説
明
を

受
け
、
森
・
川
・
海
の
関
係
に

つ
い
て
も
学
習
し
ま
し
た
。

　
豊
か
な
海
の
再
生
に
向
け

て
、
ま
た
、
ア
オ
リ
イ
カ
増
殖

に
繋
が
る
「
森
づ
く
り
」
事
業

は
、
今
後
も
淡
路
の
各
地
で
展

開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

淡路水交会の「漁業者による森づくり」
　～南あわじ市阿万小学校児童も参加しての植樹活動～

丁寧に植えました阿万小学校３年生のみなさん
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
播
磨
地
区
漁
協
職
員
協
議

会
（
澤
浦　
博
光
会
長
：
Ｊ

Ｆ
家
島
）は
、10
月
19
日（
金
）

に
神
戸
市
西
区
に
あ
る
兵
庫

楽
農
生
活
セ
ン
タ
ー
を
訪

れ
、
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
こ
の
学
習
会
は
異
業
種
で

あ
る
農
業
に
つ
い
て
の
取
組

を
学
び
、
多
様
な
知
識
を
深

め
る
こ
と
に
よ
り
漁
協
職
員

間
お
よ
び
系
統
職
員
の
知
識

向
上
と
相
互
理
解
を
深
め
る

た
め
に
企
画
さ
れ
「
農
を
学

び
農
を
体
験
す
る
！
そ
し

て
、
食
を
楽
し
む
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
兵
庫
楽
農
生
活
セ
ン
タ
ー
の
概
要
や
当

セ
ン
タ
ー
が
開
催
し
て
い
る
楽
農
学
校
に
つ
い
て

の
取
組
や
野
菜
栽
培
の
知
識
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
そ
の
後
の
質
問
時
間
で
は
、
農
業
で
の
新
規

就
業
者
へ
の
補
助
に
つ
い
て
質
問
し
、
農
業
で
は

兵
庫
県
独
自
の
助
成
が
あ
る
事
と
、
そ
の
仕
組
み

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
異
業
種
で
の
助
成
金
に

つ
い
て
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。

　
昼
食
は
「
楽
農
レ
ス
ト
ラ
ン�

育
み
の
里
か
ん

で
か
ん
で
」
に
て
地
元
で
と
れ
た
野
菜
中
心
の

様
々
な
料
理
を
楽
し
み
、
昼
食
後
は
農
場
へ
移
動

し
、
ど
こ
か
ら
切
れ
ば
よ
い
か
等
、
担
当
者
か
ら

指
導
を
受
け
た
の
ち
、
ピ
ー
マ
ン
・
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
・
キ
ャ
ベ
ツ
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
海
を
離
れ
、
漁
業
と
は
違
っ
た
一
次
産
業
で
あ

る
農
業
の
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
と
共
に
、
職

員
間
の
相
互
理
解
を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
10
月
23
日
（
火
）、
森
漁
協
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
灰
野�

吉
一
部
長
）
と
仮
屋
漁
協
青

壮
年
部
（
戎�
俊
輔
部
長
）
は
、
Ｊ
Ｆ
森
北
側
の
浜
辺
で
地
引
網
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
が
淡
路
の
魚
介
類
を

広
く
宣
伝
し
、
消
費
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
「
淡
路
の
魚
Ｐ
Ｒ
大
作
戦
」
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
、
淡
路
市
学
習
小
学
校
６
年
生
44
名
と
仮
屋
保
育
所
年
長
組
42

名
が
参
加
し
、両
青
壮
年
部
メ
ン
バ
ー
が
仕
掛
け
た
網
を「
よ
い
し
ょ
、よ
い
し
ょ
」

と
声
を
掛
け
な
が
ら
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　
網
の
中
に
は
タ
コ
や
タ
イ
、
ハ
ゲ
な
ど
の
魚
介
類
が
お
り
、
元
気
に
跳
ね
る
魚

に
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
子
供
た
ち
が
漁
業

を
体
験
し
、
地
元
で
獲
れ
る
魚

を
知
る
と
共
に
豊
か
な
自
然
に

触
れ
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
を

大
切
に
す
る
心
を
養
う
と
と
も

に
魚
好
き
な
子
ど
も
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
切
に
願
い
ま
す
。

地
引
網
体
験

播磨地区漁協職員協議会 学習会
　～兵庫楽農生活センター～
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室
津
で
水
揚
げ

さ
れ
る
新
鮮
な
魚

や
地
元
の
野
菜
を

使
っ
た
「
郷
土
料

理
給
食
会
」
が
11

月
６
日
（
火
）、

た
つ
の
市
立
室
津

小
学
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の

給
食
会
は
Ｊ
Ｆ
室

津
や
Ｊ
Ｆ
室
津
女

性
部
（
山
田�
奈

保
美
部
長
）、
地

域
の
皆
さ
ん
が
町

ぐ
る
み
で
取
り
組

ん
で
お
り
今
年
で
15
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
地
元
食
材
を
使
っ
た
献
立
と
な
っ
て
お
り
、
室
津
小
学
校
の
全

生
徒
が
Ｊ
Ｆ
室
津
女
性
部
な
ど
の
指
導
に
よ
り
調
理
を
担
当
し
、

お
昼
前
に
は
同
校
の
体
育
館
に
は
、
骨
せ
ん
べ
い
、
エ
ビ
の
甘
酢

あ
ん
か
け
、
ほ
う
れ
ん
草
の
ご
ま
あ
え
、
地
元
で
伝
統
の
「
友
君

よ
う
か
ん
」
な
ど
、
室
津
産
と
郷
土
料
理
に
こ
だ
わ
っ
た
品
々
が

並
び
ま
し
た
。　

保
護
者
、
学
校
関
係
者
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
市

関
係
者
、幼
稚
園
児
た
ち
約
１
０
０
人
が
集
ま
り
、

食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
食
事
中
に
Ｊ
Ｆ

兵
庫
漁
連
が
作
成
し
た
豊
か
な
海
に
つ
い
て
考
え

る
動
画
が
放
映
さ
れ
、
現
在
の
瀬
戸
内
海
の
状
況

や
豊
か
な
海
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
室
津
小
学
校
と
同
女
性
部
が
始
め
た
こ
の
会
は
、

回
を
重
ね
、
児
童
だ
け
で
な
く
地
域
の
皆
さ
ん
に
も

室
津
地
区
の
地
産
地
消
や
文
化
な
ど
を
知
っ
て
も
ら

え
る
行
事
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
続
け
ら
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

たつの市立室津小学校で
郷土料理給食会

　
10
月
20
日
（
土
）、
21
日
（
日
）
に
県
立
明

石
公
園
千
畳
芝
に
て
第
40
回
兵
庫
県
民
農
林
漁

業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
域
の
農
林
水

産
物
の
販
売
や
展
示
ブ
ー
ス
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
約
80
展
の
ブ
ー
ス
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
、同
時
に「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典�

ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル�

ｉ
ｎ�

東
播
磨
」
も
開
催
さ
れ
、

２
日
間
で
約
４
万
人
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ―

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
も
出
展

し
、
兵
庫
の
り・チ
リ
メ
ン
等
加
工
品
を
販
売
し
、

県
内
産
魚
介
類
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。ま
た
今
年
は
、

カ
ゴ
メ
株
式
会
社
と
コ
ラ
ボ
し
「
た
こ
タ
コ
ラ

イ
ス
」の
調
理
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の「
た

こ
タ
コ
ラ
イ
ス
」
は
２
０
１
６
年
の
兵
庫
県
と

沖
縄
県
の
提
携
を
ヒ
ン
ト
に
沖
縄
名
物
「
タ
コ

ラ
イ
ス
」
と
兵
庫
特
産
の
「
た
こ
」
を
、
カ
ゴ

メ
の
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
を
使
っ
て
ア
レ
ン
ジ
し
た

メ
ニ
ュ
ー
で
、
美
味
し
い
と
大
変
好
評
で
再
度

購
入
さ
れ
る
方
も
多
く
、
両
日
と
も
に
用
意
し

た
２
０
０
食
、計
４
０
０
食
を
完
売
し
ま
し
た
。

　
ま
た
同
ブ
ー
ス
に
て
、
ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
海

発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
に
よ
り
、
多
様
な

生
命
を
育
む
「
豊
か
で
美
し
い
海
」
の
必
要

性
を
多
く
の

県
民
に
知
っ

て
い
た
だ
く

た
め
、
兵
庫

県
で
営
ま
れ

て
い
る
漁
業

や
か
い
ぼ
り

や
海
底
耕
耘

等
の
取
組
を

紹
介
し
た
パ

ネ
ル
展
示
や

ク
イ
ズ
を
実

施
し
、
今
の

海
の
状
況
や

本
当
の
豊
か

な
海
に
つ
い

て
、
来
場
者

に
広
く
Ｐ
Ｒ

し
ま
し
た
。

　
２
日
間
と

も
快
晴
で
来

場
者
・
出
展

者
と
も
笑
顔

あ
ふ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

第
40
回 

兵
庫
県
民
農
林
漁
業
祭 

開
催

　

～
豊
か
で
美
し
い
海
Ｐ
Ｒ
と
た
こ
タ
コ
ラ
イ
ス
な
ど
を
販
売
～

豊かな海について学習しました

たこタコライス ジュース２つ付で
300円 破格

パネル展示ブースクイズを実施しました
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幅
広
い
視
野
を
も
っ
た
将
来
の
水
産
業
界

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
「
浜
の
リ
ー
ダ
ー
」
を

育
て
る
こ
と
を
目
標
に
、
様
々
な
研
修
・
講

義
を
行
っ
て
い
る
大
輪
田
塾
は
、
平
成
30
年

度
大
輪
田
塾
修
了
式
な
ら
び
に
入
塾
式
を
執

り
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
10
月
30
日
（
火
）

に
兵
庫
県
水
産
会
館
で
行
わ
れ
、
12
期
生
６

名
が
修
了
す
る
と
と
も
に
、
14
期
生
と
な
る

新
入
塾
生
８
名
が
入
塾
し
ま
し
た
。

　
東
根�

壽
塾
長
（
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

理
事
長
）、
県
水
産
課
平
石�

靖
人
課
長
を
は

じ
め
、同
塾
運
営
委
員
、

県
・
系
統
役
職
員
な
ど

約
50
名
が
出
席
す
る
な

か
、
修
了
式
で
は
、
修

了
生
が
一
人
ず
つ
東
根

塾
長
か
ら
修
了
証
書
を

手
渡
さ
れ
た
後
、「
決

意
の
言
葉
」
を
述
べ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
13
期

生
布
施�

達
也
さ
ん（
Ｊ

Ｆ
神
戸
市
）か
ら
の「
送

る
言
葉
」
を
受
け
た
6

名
は
決
意
を
新
た
に
修

了
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
入

塾
式
で
は
、
新
入
生
代

表
の
戎
谷�

道
男
さ
ん

（
Ｊ
Ｆ
明
石
浦
）
が
力

強
く
「
誓
い
の
言
葉
」

を
述
べ
た
の
ち
、
13
期

生
土
井�

祐
介
さ
ん（
Ｊ

Ｆ
明
石
浦
）
か
ら
歓
迎
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
式
は
、
東
根
塾
長
の
訓
辞
、
来
賓
の

県
水
産
課
平
石
課
長
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
田
沼

政
男
会
長
か
ら
祝
辞
を
頂
き
、
終
了
し
ま
し

た
。

　
こ
の
あ
と
兵
庫
県
水
産
課
山
下　
正
晶
副

課
長
に
よ
る
記
念
講
演
「
兵
庫
県
の
海
と
漁

業
～
豊
か
な
海
を
考
え
る
～
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
兵
庫
県
の
漁
業
種
類
や
海
の
状
況
な

ど
、塾
生
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
修
了
生
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
祈
念
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
加
わ
っ
た
14
期
生
の
塾

で
の
頑
張
り
に
期
待
し
ま
す
。

平
成
30
年
度 

大
輪
田
塾
修
了
式
な
ら
び
に
入
塾
式 

開
催

　

～
第
12
期
生
６
名
が
修
了
～

修了生の紹介

氏　名（期） 所　　　属

福山　貴久（12期生） ＪＦ林崎

上田　剛輝（12期生） ＪＦ坊勢

前田　恵吾（12期生） ＪＦ坊勢

中山　大輔（12期生） ＪＦ淡路島岩屋

中山　達貴（12期生） ＪＦ淡路島岩屋

中村　幸司（12期生） ＪＦ浜坂

（敬称略・順不同）

入塾生の紹介

氏　名 所　　属 漁 業 種 類

戎谷　道男 ＪＦ明石浦 小型底曵
福井　健二 ＪＦ林崎 のり養殖
松本　浩次 ＪＦ高砂 小型底曵
桂　　貴昌 ＪＦ坊勢 船曳網
竹内　佑騎 ＪＦ相生 船曳網・カキ養殖
菱谷　維起 ＪＦ淡路島岩屋 船曳網
山本　忠寛 ＪＦ浜坂 漁協職員

奥田　芳憲 日本漁船保険組合
但馬支所 系統職員

（敬称略・順不同）

入塾生の記念撮影
（ 前列左から：桂さん、松本さん、菱谷さん、平石水産課長、東根塾長、田沼県漁連
会長、戎谷さん、山本さん、奥田さん　福井さん・竹内さんは都合により欠席）

修了生の記念撮影
（ 前列左から：福山さん、上田さん、前田さん、平石水産課長、東根塾長、
田沼県漁連会長、中山（大）さん、中山（達）さん、中村さん）
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　９月26日、兵庫県民会館において「2018年度 

緊急通行車両担当会議」を開催、10会員生協・１

株式会社から７名が参加しました。兵庫県からは、

企画県民部県民生活局消費生活課　山浦 萌子氏

にご参加いただきました。この会議は、2008年１

月に兵庫県と兵庫県生協連が締結した「緊急時に

おける応急生活物資供給等に関する協定書と実施

細目」に基づき、応急生活物資の運搬および医療

活動を円滑に行うために緊急車両の許可がすみや

かに得られるよう制定された事前届出制度につい

て確認することを目的に開催しています。

　はじめに「緊急時における応急生活物資供給等

に関する協定書・同実施細目」について共有化を

行い、続いて緊急通行車両事前届出制度について、

さらに2017年度末登録台数の確認や新規、廃車、

移動などに関する届出、また、メンテナンススケ

ジュールと申請の締め切りについての確認、質疑

応答を行いました。

ＪＡあいおい

　ＪＡあいおいは、「農業生産の維持・拡大」「農

業者の販売強化・所得増大」「地域の活性化」を

重点課題とした自己改革を進めています。その中

で、農業生産を維持し、次世代へ農地・農業を引

き継いでいくための取り組みを紹介します。

　同ＪＡは、平成27年、19人の農家により農作業

受託部会を設立。水稲の農作業受託を行い、29

年度は、田植えや代掻きなどのべ588アールの作

業を受託しました。今後、同部会を法人化し、活

動範囲を拡大することを検討しています。

　また、ＪＡでは、地域の農地を活用して、ソバ

を4.5ヘクタールで栽培しました。10月には、ソバ

の花を楽しむ「ソバ畑の花見会」を開き、組合員・

地域住民から好評を得ました。そして、収穫した

ソバは業者に製粉、製麺加工してもらい、ＪＡの

直売所「ベジーズ館」で販売しています。

　さらに、将来の地域農業の担い手を確保する

ため、一定の所得が得られる農業経営モデルを確

立することを模索しています。ＪＡが直営ハウスを

設置し、糖度が高いトマト「プチぷよ」や「キャン 

ディベル」などの品種の試験栽培を行っています。

次世代に
農地・農業を引き継ぐ

兵庫県生協連2018年度

「緊急通行車両担当会議」
を開催

稲刈り作業を請け負う農作業受託部会のメンバー



　淡路地区漁協青壮年部連合会（山崎�大輔会長：ＪＦ淡路島
岩屋）は、洲本市の農業後継者グループ「洲本市農業青年会議」
と協力して、淡路島の農水産物ＰＲや漁業やおさかなを知って

もらおうと、11月４日（日）�淡
路市ハイウェイオアシスで第２
回ＰＲイベントを開催し、青年
部員たちで作成した淡路島のお
魚販売店マップ（改良版）をは
じめ多くのPR広告を配布する
とともに、アンケート調査を実
施しました。
　アンケートにご協力頂いた方
が参加できるチャレンジ企画で
は、みかんの重さ１㎏を測る「み
かんチャレンジ」、ワンコインで
ビニール袋にみかんを詰める「み
かん詰め放題」を実施し、大行
列が出来るほどの盛況ぶりで賑
やかな声が人、また人を呼び前
回よりも多くのアンケートを集

めることができ
ました。
　また、タッチ
ングプールでは
大勢の子供たち
が水槽を取り囲
み、普段見たり
触ったりすることが出来ない、生きているサメやアナゴ、タ
コに大興奮の様子でした。今回は小さい水槽に鑑賞できる海
水魚も入れて、大人の人にも楽しんでもらえるよう工夫した
ので、お父さん、お母さん、子供さんと家族で楽しい時間を
過ごしてもらえました。
　アンケート結果によると、淡路島への旅行目的は観光・飲
食・買い物に大きく３つに分けられ、「淡路島といえば？」
という質問では、やはり玉ねぎが圧倒的に１番だった。飲食
では魚が一番多いが、買い物では野菜・果物に負けているこ
とが分かったので、今後の活動としては、この結果を参考に
次の事業についての打合せを行い、さらに淡路島の食材や地
域の重要な産業である一次産業を広くＰＲしていく活動へ結
び付けていく予定です。�（文：淡路地区漁協青壮年部連合会）

タッチングプール
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写真と文
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明
石
公
園

蟹の横這い

農業×漁業の若手組織連携プロジェクト
～淡路産の農水産物イベント第２弾～

みかんチャレンジ
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